
 

 

一般財団法人脳神経疾患研究所 令和４年度 事業報告書 

 

1 事業概要 

当財団は、「すべては患者さんのために」という理念のもとに救急医療の確立、高度医療の

推進、予防医学の推進、更に介護・福祉との連携を強化し、多様化するニーズに対応した医

療・介護・福祉サービスの新たな事業を展開するとともに、既存事業の強化・拡充を推進し

てきました。さらに、新型コロナウイルス感染症対策に行政と連携して、多くの感染症患者

の受け入れや、地域の皆さんへのワクチン接種など積極的に取り組み、地域の安心安全と医

療体制の維持、継続に努めました。 

 

令和４年度は東京都世田谷区梅ヶ丘の「東京リハビリテーションセンター世田谷」が開所

から４年目となり、社会福祉法人南東北福祉事業団との共同による介護老人保健・障害者支

援・回復期リハビリの複合施設として、世田谷区との連携強化を進め稼動率の向上に努めま

した。同じく４年目となる「南東北創薬・サイクロトロン研究センター」も、ホウ素中性子

捕捉療法（BNCT）の適応診断・PET薬剤を使用した早期認知症診断の臨床研究など、着

実に成果を上げつつあります。また、創立40周年を機に、医学の発展と将来の地域医療を

担う医学生を支援するため「渡邉一夫記念奨学金」を創設し、令和４年度から運用を開始し

ました。 

 

病院等の事業については、新型コロナウイルス感染症による病床確保などの影響で入院患

者数は前年度から10,000人ほど減少しましたが、外来患者数ではPCR検査などにより

16,400人ほど増加し、手術件数は法人全体（本院、医療・眼科クリニック、福島病院）で

約800件増の9,818件となりました。導入5年目となる手術支援ロボット「ダ・ビンチ」

は159症例の実績となりました。また、高性能の心・血管X線撮影装置を備えたハイブリ

ッド手術室など２室を令和４年１月に設置し、本年度は424件の手術を実施しました。 

 

介護老人保健施設等の事業において、前年度から入所施設は延べ8,500人ほど増加しま

したが、通所施設は新型コロナウイルス感染症の影響により延べ11,000人ほど減少しまし

た。 

 

南東北グループの各病院等が参加し、新型コロナウイルス感染症対策のTV会議を頻繁に

開催するなど、感染予防対策に関する情報の共有化を図り、院内感染等の未然防止に努める

と共に、グループ間の連携体制を強化しました。また、令和４年８月に医療法人あさひ会（矢

吹町）を南東北グループの一員に迎え、９月にはグループの職員採用業務のセンター化を目

指し、一般社団法人STRヘルスケアグループ（世田谷区梅ケ丘）を設立しました。毎年、

着実に医療、介護、福祉事業等を拡充し、グループ全体では、令和５年３月時点で９法人、

職員数約８,５00人、事業所数約100施設に成長しています。 

 

 本院の建替プロジェクトについては、令和４年11月に建て替え予定地である約15haの

旧福島県農業試験場跡地等の入札が実施され、協力企業と共に取得することができました。

さらに、地域のニーズを的確に取り入れ「新興感染症への対応」「高度・広域救急への対応」

「災害医療への対応」を中心とした新しい総合病院建設プランの策定と建設に向け取り組み



 

 

を進めました。 

 

2 主要な計画の進捗状況 

1）当法人は、南東北グループの中心法人として、感染症拡大の影響からWeb等の活用

による会議などを開催し、グループ法人間の情報共有化などの連携強化を図り、各種計画

を効果的に推進しました。 

 

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策の情報共有化と実施の徹底 

 

・16ゼロ作戦の推進 

 

 ・令和４年８月に医療法人あさひ会（矢吹町）を南東北グループの一員に迎えることで、

グループ各施設との業務などの連携体制を強化しました。令和４年９月にはグループの

職員採用業務のセンター化のため、一般社団法人STRヘルスケアグループ（世田谷区

梅ケ丘）を設立し、首都圏を始めとして稼働しております。また、世田谷区との連携に

よる東京リハビリテーションセンター世田谷の稼動向上、さらに、本院建替プロジェク

トでは建替用地を取得するなど、事業拡大・新規プロジェクトを着実に推進しました。 

 

・職員の自己研鑚と医学の発展に寄与するため、国の科学研究費補助金による研究が15

件、医師による学会誌等への論文発表が62件など多くの実績を挙げました。また医薬

品の治験にも積極的に取り組み21件（うち新規9件）の治験を行いました。 

 

・医学の発展や社会福祉の増進等に寄与するため、大学、学会、社会福祉法人等へ52件、

4億6,600万円の寄附を行いました。 

 

・市民公開講座や医学健康講座が新型コロナウイルス感染症対策により開催できなかった

ため、TV、ラジオやホームページ等を活用し市民への正しい医療知識の普及に努めま

した。 

 

2）総合南東北病院、南東北医療クリニック、南東北眼科クリニックの実績は新型コロナ

ウイルス感染症の病床確保などにより入院患者数は１ヶ月あたり延べ700人ほど減少

し、外来患者数については前年並みとなりました。 

 

3）南東北がん陽子線治療センターの治療患者数は、新型コロナウイルス感染症の影響が

あるものの昨年度を若干上回る555人で、南東北ＢＮＣＴ研究センターの治療実績も

昨年より29増の82例となりました。 

 

 ４）南東北福島病院は、新型コロナウイルス感染症の影響から、入院患者数は１ヶ月あた

り、延べ200人ほど減少しましたが、外来患者数はPCR検査などにより延べ1,2５0

人ほど増加しました。 

 

 ５）東京リハビリテーションセンター世田谷は、新型コロナウイルス感染症の影響があっ

たものの、世田谷区との連携により、病院・老健施設とも着実に稼働を伸ばしました。 



 

 

 

６）介護老人保健施設、居宅介護支援事業所、訪問看護ステーション、通所リハビリテーシ

ョンセンターの実績は、入所系施設利用者で延べ8,500人の増加となりましたが、通

所系は新型コロナウイルス感染症の影響などにより延べ11,000人の減少となりまし

た。 

 

３ 主な事業成果 

 １） 収支関係 

令和４年度の経常収益は39,477百万円、令和3年度に比べ1,901百万円の増収と

なりました。経常支出は37,185百万円、令和3年度に比べ1,997百万円上回りまし

た。経常利益は2,297百万円となり、令和3年度の2,376百万円に比べ79百万円

の減益となりました。 

新型コロナウイルスの第6～８波によって、幾度となくクラスターに見舞われました

が、診療体制の維持確保及び蔓延防止等に向けたPCR検査等による外来延患者数の増

加による増収、入院は７月からコロナ受入病床４０床を提供したため延患者数は減少し

たものの、平均在院日数の短縮、手術件数の増加、８月からの急性期充実体制加算の取

得等により単価が引上げられたことによって、昨年を上回る収入を確保しました。 

BNCT治療も昨年比２９件増加し、８２件の実施、開設４年目の東京リハビリテーシ

ョンセンター世田谷の回復期リハ病院等も２期連続の黒字を達成したことに加え、コロ

ナ補助金が1,111百万円交付されたこと等によって、全体としても予算を上回る収入、

利益を確保することが出来ました。 

 

 2)  職員数 

 令和５年度 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

男  性 960 883 867 851 

女  性 1,962 1,856 1,855 1,821 

合 計 2,922 2,739 2,722 2,672 

 (R５.4.1現在) (R4.4.1現在) (R3.4.1現在) (R2.4.1現在) 

 

3)  患者数 

入院患者延数（郡山は本院のみ） 

 令和４度 令和３年度 令和２年度 

郡  山 161,591 170,195 182,003 

福  島 47,974 50,403 51,982 

世 田 谷 30,035 29,139 28,513 

合 計 239,600 249,737 262,498 

外来患者延数（郡山は本院、医療・眼科クリニック、陽子線センターの合計）  

 令和４年度 令和3年度 令和２年度 

郡  山 524,489 523,983 464,572 

福  島 78,141 63,141 63,491 

須 賀 川 11,922 11,252 10,770 

滝  根 11,241 11,604 10,647 

裏 磐 梯 4,032 4,704 2,166 



 

 

泉  崎 17,010 15,724 16,174 

合 計 646,835 630,408 567,820 

 

4)  手術件数 

 令和４年度 令和3年度 令和２年度 

郡  山 9,177 8,483 8,136 

福  島 641 511 529 

合 計 9,818 8,994 8,665 

 

5)  救急車台数 

 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

郡  山 6,400 5,688 5,531 

福  島 708 594 634 

合 計 7,108 6,282 6,165 

 

6)  陽子線治療患者数 

 令和４年度 令和３年度 令和２年度 

患 者 数 555 509 515 

 

7)  ＰＥＴ検査実績 

 令和４年度 令和3年度 令和２年度 

検 査 数 6,591 6,590 6,584 

 

8)  介護老人保健施設入所者延数 

 令和４年度 令和3年度 令和２年度 

ゴールドメディア 31,669 31,570 31,675 

福 島 34,948 35,295 34,905 

三 春 31,873 31,983 33,287 

川 俣 33,719 31,502 34,170 

泉 崎 26,218 20,921 27,176 

世 田 谷 31,519 30,154 27,175 

合 計 189,946 181,425 188,388 

 

9)  通所リハビリ利用者数延数 

 令和４年度 令和3年度 令和２年度 

南 東 北 6,598 16,411 17,060 

ゴールドメディア 9,685 10,876 11,189 

須 賀 川 17,119 17,342 20,122 

福 島 10,779 11,502 12,118 

川 俣 9,068 8,759 9,411 

三 春 12,725 11,809 12,963 

泉 崎 8,919 10,474 10,286 



 

 

世 田 谷 17,458 16,,273 14,966 

合 計 92,351 103,446 108,115 

４ 理事会、評議員会の開催   

 ・第1回理事会（Web併用） 

令和4年６月10日 

議題：令和3年度 事業報告・収支決算について 

   報告事項：理事長・副理事長・常務理事の選任に伴うみなし決議について 

 

 ・第1回評議員会（Web併用） 

令和4年６月29日 

議題：令和3年度 事業報告・収支決算について 

      理事の選任について 

 

 ・臨時理事会、評議員報告会（Web併用） 

令和4年9月21日 

議題：旧農業試験場本場跡地等売払に関する条件付一般競争入札への参加申し込みに

ついて 

 

 ・第２回理事会（Web併用） 

   令和５年３月８日 

   議題：令和５年度事業計画・収支予算について 

      公益目的支出計画の変更について 

      医療法人財団健貢会への地代相当分の寄付について 

      「渡邉一夫記念奨学金」の運用について 

      職員の借入に係る保証について 

   報告事項：旧農業試験場跡地購入等について 

 

 ・第２回評議員会（Web併用） 

令和5年3月24日 

議題：令和５年度事業計画・収支予算について 

      公益目的支出計画の変更について 

      医療法人財団健貢会への地代相当分の寄付について 

      「渡邉一夫記念奨学金」の運用について 

      職員の借入に係る保証について 

   報告事項：旧農業試験場跡地購入等について 

 

５ 主な出来事・行事等  

 ・南東北グループ入社式 

   令和4年4月1日 各施設で分散入社式 525名 

 

・防火訓練（2回に分けて実施） 

令和4年7月13日・20日  郡山市（総合南東北病院）  66名参加 

 



 

 

 ・地域災害拠点病院災害対応訓練   

   令和４年10月28日  郡山市（総合南東北病院） 約300名参加 

 ・避難訓練（夜間想定） 

   令和４年12月８日 郡山市（総合南東北病院） 約40名参加 

 

・新成人への記念色紙贈呈式 

令和5年1月16日 郡山市（総合南東北病院）5名（グループ全体18名） 

 

 ・STR医学会学術賞（研究奨励賞）授与式 

   令和５年３月６日  郡山市（総合南東北病院） 受賞者３名 

 

・第18期（令和3年度入職） 初期臨床研修医修了式 

令和5年3月20日 郡山市（総合南東北病院） 修了証書授与6名 

 

※新型コロナウイルス感染症の影響により、南東北グループとしての会議、交流会等は

web利用、規模縮小などにより開催 


